
第 4主主 名和小谷遺跡の調資

第 7節 まとめ

1.調査のまとめ

名和小谷遺跡では、後期!日石器時代、縄文時代中期・後期、弥生時代中期の遺物が出土し、第 2遺

構面で土坑を 5基、第 l遺構面で土坑2基を検出した。いずれの土坑からも遺物は出土していない。

後期!日石器時代の遺物としては、 B区の撹乱土中から「瀬戸内技法」によって製作された f国R守型

ナイフ形石器J(図24) 1点が出土している O 瀬戸内地域との交流を示唆する資料として注目される。

縄文時代中期・後期、弥生時代中期の遺物は、主に包含層からの出土である。暗褐色土包含麗(I

麿)、黒褐色土包含!醤(3層)、褐色土包含層 (2層)をB誌に確認した。いずれも、弥生時代中期後

葉以障の堆積と考えられる O 暗掲色土包含膚からは、縄文時代中期・後期、弥生時代中期後葉の遺物

が出土している。 B区の最も地形の低い部分には、黒掲色土包含層 (3層)と褐色土包含層(2層)

が谷部に流れ込むように堆穫している o 3層は弥生時代中期中葉から後葉、 2層からは弥生時代中期

後葉の遺物が出土している O また、 AIRの表土中からは分銅形土製品(図26) 1点が出土している O

2.名和小谷遺跡出土の国府型ナイフ形石器について

(国24・25、表16、巻頭図版2、留版 9) 

( 1 )概要

B毘撹乱土中より、「国府嬰ナイフ形石器J(S 8 )が 1点出土している o i瀬戸内技法」で製作さ

れた典型的なもので、優品である O 長さ7.8cm、幅2.0cm、最大厚1.2cm、重さ 13.8gを測る。石材は

黒曜石であり、蛍光X線分析の結果、隠岐島久見産と鑑定されている(第4章第 6節参照)。この石

器は「瀬戸内技法jの盛行期から判断して、後期!日石器時代後半期のものと考える O 当遺跡から出土

した旧石器時代の遺物は本資料のみである O 剥片、

砕片など石器製作過程を示す資料も出土していな

い。当選跡の大半は削平され、耕作による撹舌Lも著

しいため、いわゆるソフトローム層 (II層)はほと

んど残存しない。 AT層(田層)下、 V層までトレ

ンチ調査により堆積状況の確認を行ったが、遺物は

出土していない。

( 2 )特徴

素材には左側面にポジの石核鹿面を取り込んだ、翼

状剥片を使用している。分厚く甲高で、底面と主剥

離面のなす角度が約70度と大きい。使用石材である

黒曜石の特性から、一般的なサヌカイト製の翼状剥

片よりも厚手の翼状剥片が作り出されたものと考え

られる。刃潰し加工は右側縁に腹面側から背面倒へ

向けて施されている O 下半部には綿かい調整が加え

られており、基部の整形を日的とした加工の可能性

がある O 先端部の左側縁と基部の南側縁には連続し
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第 7節まとめ

た微細剥離痕が見られる。また先端には籍撃剥離痕と見られるファシット状の剥離がある。

( 3 )瀬戸内地域との交流

瀬戸内地域の「瀬戸内技法」によって製作されたナイフ形石器は、サヌカイト製のものが一般的で

ある。よって黒曜石製の本資料は、瀬戸内地域から夜接当地に製品として持ち込まれたものではない

と思われる O 当遺跡からは石器製作過程を示す資料は見つかっていないが、「瀬戸内技法Jで製作さ

れた典型的な優品であるため、「瀬戸内技法Jの技術を持った出石器人が、当時陸続きであった隠岐

島の久見から産出された黒曜在を用いて製作したものと考える。

周辺の遺跡について見てみると、「国府型ナイフ形者器」の県内出土例は、倉吉市の中尾遺跡に黒

曜石製のものが 1例ある O 開山県中間山間部では、上斎原村の恩原遺跡から「盟府型ナイフ形石器」

が出土している O 石材は、凝灰岩と黒躍石のものである。黒曜石は隠岐島産である。これらの石器の

存在は、瀬戸内地域と UJI塗・中間山間部の地域とを結びつける!日石器人の恒常的・組織的つながりを

想定させる O

( 4 )まとめ

名和小谷遺跡出土の「出府型ナイフ形石器Jは撹乱土中の出土ではあるが、当遺跡周辺に!日石器人

の活動の場が存在することを示している O 瀬戸内地域の技術を用いて、隠岐烏産出の石材で製作され

た 本 資 料 は、!日石器人の遊動の一 端 を 車 問 見 る 貴 重 な 発 見 と な っ た 。 ( 森 本)
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表16 山陰地方周辺におけるナイフ形芯器出土遺跡一覧表
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第 4章 名手口小谷遺跡の誠査

引用・参考文献

稲田孝司、官接孝宏、、丹羽野 裕、根鈴輝雄ほか編 1994 r瀬戸内技法とその時代j 中・間関!日石器文化談話

会事務局

1996 2 恩旅遺跡発掘調査団

伊藤徳広、丹羽野 裕編 2003 r島根県出土のi日石器時代の石器についてJr古代文化研究j 島根県台代文化セ

ンター

貝塚爽平編 1987 r日本第四紀地関j 日本第四紀学会

3. 分銅形土製品について(図26・27、表17、巻頭国版2、国版 9) 

今回出土した分銅形土製品はA!3:(現代の土とり跡)からの出土であり、時期を確定する事はでき

ない。しかし遺跡内出土の弥生土器が中期中葉から中期後半に集中する事から、当該期に属するもの

と推測できる O 分銅形土製品の大半が半分以上を被損して出土する事が多い中、当遺跡で今回出土し

た分銅形土製品は上半と思われるほほ2分の 1が残存しており、残りは良い方だといえるであろう。

今回出土した分銅形土製品の特徴は以下の通りである O

O表面は凸状、裏面は白状を呈する、中型品である O 表裏面に赤色塗彩あり O 裏面には黒斑がある O

O上縁面から裏面にかけての貫孔は左右対称に10孔ずつ穿っており、上縁部中央付近には貫孔が見ら

れない。左右共、一番外側の貫孔は下縁部に貰通している。

O施文は表面のみ。裏面は無文である O

O縁辺部には櫛列点文、下縁部の櫛列点文は 2列施文した後に、上から重弧文が施されている O

O くび、れ部は破損のため全容はわからないが櫛列点文が一部見られる。

分銅形土製品は弥生時代中期中葉から後期中葉を中心に、集落において祭記に使用したと考えられ

ている遺物である ol)町内では、弥生時代中期中葉から後期中葉の集落遺跡、である茶熔六反田遺跡や、

弥生時代中期中葉から中期後葉の拠点集落と考えられる茶畑山道遺跡からも出土している O その分布

は主に中間・四民地方を中心としていて、近年の発掘調査の増加により年々その類例も数を増して

いっている。特に岡山県ではまとまった数の出土が見られる遺跡、が多くあり、その中心だと考えられ

るO 最近では鳥取県の青谷上寺地遺跡で56点という群を抜いた数の出土があり、山i設と瀬戸内地域と

の交流を考える上で新しい資料を提供している。

今田出土した分銅形土製品は、周辺からの出土遺物の時期と櫛列点文の施文が用木山31や262)に凱

ている事から、弥生時代中期後葉のものだと考えられる o r集落においての祭記jに使用されたとい

う考えに従うならば、近隣に当概期の集落遺跡が埋没している事が推測できるだろう。(三木)

生選畦と二五i孟み
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図26 分銅形土製品実測圏
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国27 山陰地方分銅形土製品出土地分布菌

鳥取県

表 17 山陰地方分銅形土製品出土地分布表

NQ 遺跡名 所在地 点数 自寺期

l 布施第2 鳥取m布施 1 N 

2 議ノ谷 鳥取市品住 1 N 

3 岩本第2 鳥取f!i金沢 2 N-2~V-1 

4 丸山 八頭郡高合同町船!淘 N 

5 菅谷上寺地 気E55都青谷町上寺地 56 N~V 

6 中国 念台市中回

7 後中尾 倉吉f!i上米積 9 思 ~N

8 下小垣 倉台市上米稔[ 1 

9 中曽根 倉吉f!i黒Ji : 狙

10 ヒトダニ 倉吉干1J黒見 l 

11 阿弥大寺 I念宮市下福田 V-1 

12 住吉 E言伯郡中山田]住吉

13 名和小谷 i!!i伯郡名和|汚名手口 N 

14 茶焔第 1 i!!i伯郡名和町茶畑

15 茶畑六J5f.回 西伯郡名和町茶畑 2 

16 茶畑山道 西伯郡名手日開lft~畑 6 阻 ~N

17 大道原 i!!i伯郡大山際7妻木 4 ]¥' 

18 新聞原 西伯郡大山田I荘白 N 

19 塚日 商佑君jj大山町塚悶 N 

20 上野第2 国伯郡大UJ向上野

21 林ヶ原 西伯郡岸本町清原 3 N 

22 土井敷 i!!if白llf，会見町浅井 1 

23 越敷はl 西伯郡会見町荻名 2 N 

24 鶴沼会清水 西伯郡会見町鶴田 2 N 

主白 遺跡名 所在地 点数 時期

25 青木 米子市永江 町一2

26 東宗像 米子市長砂町

27 米子城21 米子市菌防・加茂町 N 

28 iまgfLUUJ閉 米子市新!幻 3 N 

29 錦町第1 米子f!i錦町 1 

30 日久美 米子市日久美 9 盗 ~N

31 古f¥l 米子f!i王宮市 N 

32 橋本i奈際L1I 米子市橋本 N 

33 jと滋 境港市外江揮] N 

島根県

民自 遺跡名 所在地 点数 時期

さ〉 十巻: 安楽市鳥木町 N-2~V-1 

@ 大原 安楽市佐久保障I l N-2~V-1 

@ 鶴貫 東出雲町出雲郷 i N-2~V-1 

③ 布団 松江市竹矢町 10 N-2~V-1 

@ 石台 松江市東洋田町 l N-2~V-1 

⑤ 関川i!¥t 松江市西}II津町 8 N-2 

守う タァチョウ 松江市i!!iJII i幸町 2 N…2 

③ 門図 松江市乃木潟霞 2 N~V-1 

③ 矢野 出雲市矢野町

⑮ 自校荒干1¥1 出雲市白校町 4 N-2 

⑬ 下方志 出雲市古志l町 5 N-2 

⑫ 王宮志本郷 出雲市会志向 6 N-2~V-1 

⑧ 古八幡付近 江津市敬川詩7 N-2 
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第 4家名手D/J、谷遺跡、の綴査

表18 名手口小奇遺跡出土遺物観察表

区i封。 !霞位・地区 器稜
法?を(cm)

色習耳
調獲

残存率 i蒲考 笑iWJfio
取上

口径 底径 器高 内 外 fio 

I F5 j泉鉢 赤褐色 縄文土器 松山16 38 
2 I E5 立支部 (8.2) にぶい賞授色 ナデ ナデ 1/6 縄文土器|松山17 10 

3 表土日、E6、F6 鉢ワ にぶい黄掻色 ナデ ナデ 縄文土器 中公山18 22 
4 表土 i宗主本 (35.0) ;こぶい褐色土 ミガキ ミガキ 1/12 縄文ニヒ漆 松山 8 5 

5 1 E2、E3、F3 鉢 (22.2) 浅黄色 |ミガキ ミガキ 1/12 縄文土器 十公山15I 58・20
6 表土 C5、D5 婆 (18.0) にぶい授包 ナデ jナデ 1/16 西村 5 18 
7 3 D5 察 (9.8) 赤褐色 ハケ ハケ 1/8 西村4 32 

8 3 D5 設二るb安 (15.4) にぶい茨授色 ハケ ハケ 1/6 キ公i幻4 28 
9 3 。5 霊童 (16.0) にぶい賞授色 ハケ ハケ? 1/6 手公LLi5 28 
10 2 D5 ミ二E持u表 (18.0) にぶい寅援色 ナデ ハケ 1/8 キ公山 6 49 。5 議 (17.0) にJ品、資滋色 ハケ ハケ 1/6 松山 7 44 
12 I E5 ~~ (28.0) にぶい鐙忽 iハケ ハケ 1/6 ちミIlJ12 29 

19 13 tl't苦LF3 ~ (20.0) にぶい笈援色 ハケ ハケ 1/4 11房付6 17 
14 3 D5 翌三 (13.0) 浅?を授色 ハケ ハケ 1/6 目立村3 47 

15 I E5 ぎ5 (1l.6) - I ハケ
1阿部 F半

1/5 [松山10 36 ケズリ

16 撹苦LF3 翌三 (22.0) にぶい黄澄色 ハケ
ハケ1 |松山 9 17 

17 2 E5 1[[口室。 (9.6) 浅黄色 ハケ iハケ 1ft討す2 45 

18 君主土 C5、D5

底底主主部部

にぶい賛澄色 ハケ ハケ 松山 13 18・19
19 3 D5 (5.0) にぶい寅澄色 ケズリ ミカゃキ 4/5 松山 3 35・47

20 3 D5 (5.8) にぶい黄桜色 ケズリ ミガキ 2/3 オ公山 1 47 
21 I F5 底部 (6.3) にぶい黄櫨色 ケズリ ミガキ 1/2 1 キ公山 2 38 
22 3 D5 胸部 (12.0) I - Iにぶい黄桜色 ケズリ ハケ 1/4 杉~JlJll 28 

23 3 D5 日i柔部 (13.0) にぶい賞後色 ハケ ハケ 1/8 |松山14 47 
24 表土 日縁部 (19.4) 援をミ ナデ ナデ 1/28 西村 l 19 

21 25 
表土

胸部? (8.8) 褐灰色 ナデ ナデ 1/6 キザミ j小原 1I 16 E3、E弘、F3、F4

f部立・地区

表土 E4 

凶 INo 題{立・地区

Sl 君主土

S2 表土 C4 

S3 2 C5 

20 I S4 3 D5 

S5 表土 E2 

S6 3 D5 

S7 2 D5 

24 I S8 撹苦しこと E5

図 No 
遺物種類
(名称)

小型の
22 F1 

直刀片つ

表19 名手口小谷遺跡出土土製品観察表

E馬整

号交

ナデ後縁辺部-く
りこみ郊に櫛列点
文と重弧文

表20 名和小奇遺跡出土お製品観察表

稜別
i品、l..U. ¥し1111

材質 f蒲考
最大長最大中高 最大厚 設さ (g)

模型石器 2.8 2.6 0.8 7.1 無主主ー品安山岩 縁辺にツブレ

機lliI石器パ- 11i1216051618 Z1 fL i 4 

0.9 7.7 黒曜石

スクレイ 3 1.2 52.5 無E証品安山岩

お鍛 6 0.28 0.4 累隠石

磁石 8 4.3 415.0 集雲母角閃石安山岩 |高主主J疫
高を石 14.3 5.5 3.3 390.0 黒雲母角閃石安山岩 議打疫

台石?、石服? 30.6 14.8 7.6 610.0 安山岩 擦痕

ナイフ形石器 7.8 2.0 1.2 13.8 主主H1R石 瀬戸内技法

表21 名和小菅遺跡出土鉄製品観察表

局{支 長さ 市高 J]j[さ 重量 磁え雪 メタル度 特徴
地区 (cm) (cm) (cm) (g) 度

阪が比較的狭く、やや小規の度刀
片、または鎌か?

表土 鋭化が
芯郊のメタル部が鋭化して、表面

3.05 2.75 1.9 12.8 の水酸化鉄騒が~~皮状に残ってい
D5 すすむ

る。鈴ぶくれで隠が広がってし
まっているが、背倶IJの厚みが残っ
ている百I熊性が高い。

実測 耳Z上
災。 No 

jと2 7 
北 3 21 

~ヒ 4 31 
小原 3 33 
闘争す2 20 

西村3 34 
西村4 49 
jと1 4 

実測 段上
NQ fio 

杉原 F1 50 

※鉄製品については、強力磁お (TUJJMAPUP-M) と特殊金属採知機による鉄塊の主主出と、内自民主見雲寺による考古学約な遺物の分類を行った。
資料の分類、ならびに絞察表の作成には穴i暴言語功氏にご指導賜った。
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図版 3 名和乙ヶ谷遺跡

1.道 lおよび2埋没状況 1
(西から)

2.道 lおよび2埋没状況2
(西から)

3.道 2完掘状況

(西から)



2.土坑13完掘状況(南から)

4.士坑15完掘状況(北から)

名和乙ヶ谷遺跡図版4

1.溝 l完掘状況

(西から)

3.土坑14完掘状況(北から)

5.土坑16完掘状況(北から)



図版 5 名和乙ヶ谷遺跡
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1.玖状耳飾(表)
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3.調査地内出土椀形鍛治浮
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5.出土土器・陶器
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4. 出土石器
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図版 9 名和小谷遺跡

l.ナイフ形石器

2.調査地内出土遺物(2 ) 園

26 

3.分銅形土製品

嘩益
p -

4. 出土石器

5.出土鉄製品

6.出土鉄製品 (X線)

A 

S 1 

F 1 
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所収遺跡名 所在地 子打i可村 遺跡番号
調査期間

面接
調査原因

』つ取ζお大りおけ県あ字んざ西さ名ない伯は和わく郡くあ字んざ名おな乙と和わヶが，鳥 35度 133度 20030430 一般国道9
名な和わお乙とヶがた谷に遺いA跡~き

lIlJ 31387 306 29分 30分 ~ 680m三 (名和淀江道路)

谷1173-1ほか 51手少 13秒 20030603 改築工事

烏町京お大お県あ字ざ西名な伯和わ郡あ字ざ名小こ和谷だに
35度 133度 20030501 一般国道9

名和小谷遺跡 31387 312 30分 30分 ~ 4962ぱ (名和淀江道路)

897-3ほか 04干少 23秒 20030630 改築工事

所収遺跡名 種別 主な時代 な遺構 な遺物 特記事項

遺物 縄文時代
政状耳飾、

包含地 弥生時代
弥生土器

名和乙ヶ谷遺跡

集落 平安時代
道路;1犬遺構、溝、

須恵器、鉄浮
土坑

集落 近世 陶器

遺物
後期IB芯器時代 !黒石器曜若製ナイフ形 瀬戸内技法

包含地

遺物
縄文時代 縄文土器、石器

名和小谷遺跡
包含地

遺物
弥生時代中期

弥生土器、石器、

包含地 分錦形土製品
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